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対
話
の
拒
絶

　

ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
断
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
二
〇
二
四
年
一
一
月
の
ア

メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
に
向
け
た
政
治
家
の
発
言
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
、
亀
裂
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
だ
。
議
会
で
民
主
・
共
和
両
党
が
必
要
に
応
じ
て
党
の
枠
組
み
を
超
え
て
協
力
す
る
「
超
党
派
」

の
動
き
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
ど
の
国
で
も
選
挙
の
年
は
、
政
党
間
の
や
り
と
り
が
激
し
く
な
る
傾
向

が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
も
、
何
か
ら
何
ま
で
対
立
と
い
う
構
図
は
尋
常
で
は
な
い
。
二
〇

〇
九
年
の
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
大
統
領
就
任
で
振
り
子
は
左
に
振
れ
て
リ
ベ
ラ
ル
色
が
強
ま
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
て
八
年
後
の
、
二
〇
一
七
年
に
は
保
守
派
に
支
持
さ
れ
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
就
任
し
、

今
度
は
振
り
子
が
逆
に
大
き
く
右
に
振
れ
た
。
一
二
年
の
間
に
立
場
が
極
め
て
異
な
る
大
統
領
が
相
次
い

で
政
権
を
担
っ
た
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
分
断
が
深
ま
っ
た
。「
鶏
が
先
か
、
卵
が
先
か
」
で
は

な
い
が
、
社
会
の
分
断
の
進
行
が
、
こ
う
し
た
極
端
な
政
権
交
代
を
生
じ
さ
せ
た
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
。

異
な
る
考
え
を
持
つ
人
同
士
の
対
話
が
困
難
に
な
る
傾
向
が
強
ま
っ
た
。

　

象
徴
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
。
大
統
領
選
挙
ま
で
一
年
半
を
切
っ
た
二
〇
二
三
年
八
月
に
行
わ
れ
た
共
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和
党
の
テ
レ
ビ
討
論
会
だ
。
討
論
会
は
、
共
和
党
の
候
補
者
選
び
が
本
格
化
し
た
こ
と
を
告
げ
る
も
の
と

さ
れ
て
い
た
が
、
最
有
力
候
補
で
あ
る
は
ず
の
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
欠
席
す
る
と
い
う
異
例
の
事
態
が

起
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
討
論
会
で
は
、
世
論
調
査
で
の
支
持
率
が
一
定
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い

こ
と
な
ど
を
理
由
に
、
主
催
者
が
登
壇
を
認
め
な
い
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

は
い
わ
ゆ
る
「
泡ほ
う

沫ま
つ

候
補
」
な
ど
で
は
な
く
、
最
有
力
候
補
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
欠
席
の
イ
ン
パ
ク
ト
は

大
き
か
っ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
説
明
は
こ
う
だ
。

「
世
の
中
の
人
々
は
私
が
誰
か
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
私
は
、
討
論
は
行
わ
な
い
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ

ー
ス
、
二
〇
二
三
年
八
月
二
一
日
）

　

世
論
調
査
で
す
で
に
高
い
支
持
率
を
得
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
以
上
の
Ｐ
Ｒ
は
不
要
だ
と
聞
こ
え
な
く
も

な
い
。
し
か
し
、
本
当
の
と
こ
ろ
は
違
う
よ
う
に
思
え
る
。
討
論
会
の
代
わ
り
に
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

は
、「
Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
」
に
長
年
出
演
し
、
保
守
層
に
人
気
の
あ
る
司
会
者
タ
ッ
カ
ー
・
カ
ー
ル
ソ
ン

氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
。
そ
し
て
そ
の
内
容
を
討
論
会
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
公
開
し
た
。
ア
メ
リ
カ

の
政
治
で
討
論
会
は
極
め
て
重
要
だ
。
自
分
が
追
う
側
で
あ
れ
ば
一
発
逆
転
の
チ
ャ
ン
ス
に
な
り
え
る
が
、
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自
分
が
追
わ
れ
る
側
で
あ
れ
ば
、
ラ
イ
バ
ル
か
ら
の
攻
撃
で
足
を
す
く
わ
れ
て
、
致
命
傷
を
負
う
こ
と
も

あ
る
。
特
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
と
っ
て
は
気
が
抜
け
な
い
。
し
か
も
、
討
論
の
テ
ー
マ
は
広
範
に
わ
た

る
。
相
当
の
準
備
が
必
要
だ
。
討
論
会
欠
席
と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
禁
じ
手
だ
。
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
相
当

の
非
難
を
受
け
る
こ
と
は
必
至
だ
。
し
か
し
、
そ
の
マ
イ
ナ
ス
よ
り
も
、
ラ
イ
バ
ル
か
ら
の
攻
撃
を
避
け

る
メ
リ
ッ
ト
、
討
論
会
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
く
て
済
む
メ
リ
ッ
ト
が
勝
る
と
判
断
し
た
の
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
は
、
幅
広
い
有
権
者
に
支
持
を
訴
え
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
を
熱
烈
に
応
援
し

て
く
れ
る
岩
盤
支
持
層
を
固
め
た
方
が
有
利
と
い
う
選
挙
戦
略
も
透
け
て
見
え
る
。
一
国
の
リ
ー
ダ
ー
、

し
か
も
大
国
の
リ
ー
ダ
ー
た
ら
ん
と
す
る
人
物
が
、
同
じ
政
党
の
中
で
の
討
論
す
ら
拒
否
し
た
こ
と
は
、

対
話
に
よ
っ
て
他
者
を
説
得
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
拒
否
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
今
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の

分
断
の
深
刻
さ
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
の
考
え
を
明
快
な
言
葉
で
説
明
し
、
時
に
は
相
手
を
説
得

す
る
と
い
う
意
識
や
能
力
が
必
須
だ
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
な
ど
に
出
て
、
子
供
の
頃
か
ら
訓
練
を
受
け
る
。

た
だ
、
社
会
の
分
断
が
加
速
す
る
中
で
、
言
葉
で
の
説
明
や
対
話
を
拒
否
す
る
人
々
も
増
え
て
い
る
。
ト

ラ
ン
プ
前
大
統
領
を
支
持
す
る
保
守
派
に
も
、
こ
う
い
う
人
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
伝
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統
と
誇
り
を
訴
え
て
い
る
人
々
が
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
の
理
念
の
一
つ
で
あ
る
言
論
の
自
由
を
否
定
し

て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
の
は
、
皮
肉
と
い
う
他
な
い
。

急
進
左
派
か
ら
極
右
ま
で
の
政
治
的
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

　

本
書
で
筆
者
が
試
み
る
の
は
、
四
年
に
一
度
行
わ
れ
る
大
統
領
選
挙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ア
メ
リ
カ
社

会
の
分
断
の
行
方
を
、
現
在
起
き
て
い
る
諸
現
象
か
ら
推
察
す
る
こ
と
だ
。
未
来
を
予
測
す
る
手
が
か
り

を
得
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
の
未
来
を
担
う
若
者
へ
の
取
材
を
積
み
重
ね
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

未
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
、
一
定
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
。
さ
ら
に
、
目
の
前
に
迫
っ
て
い
る
二
〇
二
四

年
の
大
統
領
選
挙
に
つ
い
て
も
、
若
者
た
ち
の
活
動
か
ら
見
え
て
く
る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
分
析
を
試
み
た
。

　

特
に
今
回
の
選
挙
で
は
、
異
例
の
事
態
が
相
次
い
だ
。
先
に
触
れ
た
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
の
討
論
会
欠

席
も
そ
う
だ
が
、
最
大
の
出
来
事
は
、
投
票
ま
で
四
カ
月
を
切
っ
た
二
〇
二
四
年
七
月
に
な
っ
て
、
ジ
ョ

ー
・
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
選
挙
戦
撤
退
を
表
明
し
、
カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
副
大
統
領
が
民
主
党
の
大
統
領
候

補
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
状
況
が
流
動
的
な
中
、
本
書
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
校
正
の
都
度
、
新
し
い
情

報
を
盛
り
込
み
、
締
切
の
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
書
き
直
し
を
行
っ
た
。



初校
再校
責了

（12）

新書 10 月刊　アメリカＺ世代 衝突の現場
 P. 12

集英社
179.0

218.0
×１

12

　

さ
て
、
本
書
は
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
に
象
徴
さ
れ
る
保
守
的
な
思
想
に
共
鳴
し
て
、
分
断
を
扇
動
し

て
い
る
よ
う
に
す
ら
見
え
る
大
学
生
や
高
校
生
を
対
象
と
し
た
集
会
の
取
材
ル
ポ
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
動

き
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
の
分
断
の
行
方
を
考
え
る
上
で
、
極
め
て
重
要
で
核
心
的
な
も
の
な
の
で
、
多
く

の
ペ
ー
ジ
を
割
い
た
（
第
一
章
）。
続
く
第
二
章
は
、
こ
う
し
た
動
き
に
対
抗
す
る
若
者
た
ち
の
動
き
だ
。

特
に
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ン
プ
主
義
と
の
対
立
構
図
が
鮮
明
な
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類

さ
れ
る
動
き
を
取
り
上
げ
る
。
両
者
は
あ
る
意
味
、
共
鳴
し
あ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
ま
る
で
作

用
反
作
用
の
法
則
の
よ
う
に
、
前
者
の
動
き
が
活
発
化
す
る
と
、
後
者
の
動
き
も
活
発
化
す
る
か
ら
だ
。

　

第
三
章
は
、
分
断
の
深
刻
化
に
懸
念
を
抱
く
若
者
た
ち
が
、
分
断
回
避
を
試
み
る
動
き
を
ル
ポ
す
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
学
び
だ
。

　

そ
し
て
、
第
四
章
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
将
来
を
考
え
る
。
若
者
た
ち
の
未
来
を
考
え
る
上
で
避
け
て
通

れ
な
い
こ
と
の
一
つ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
疲
弊
だ
。
そ
の
最
新
事
情
や
日
本
か
ら
の
駐
在

員
の
家
族
で
あ
る
我
が
家
が
垣か
い

間ま

見み

た
「
お
受
験
事
情
」
に
も
触
れ
な
が
ら
、
未
来
を
展
望
す
る
。

　

ア
メ
リ
カ
の
政
治
勢
力
の
分
類
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
こ
に
境
界
線
を
引
く
か
、
ど
の
よ
う
な
用
語
を
使

う
の
が
適
切
か
な
ど
と
い
う
点
に
お
い
て
多
種
多
様
な
意
見
が
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と



初校
再校
責了

（13）

新書 10 月刊　アメリカＺ世代 衝突の現場
 P. 13

集英社
179.0

218.0
×１

13 序章　加速する分断の中で

は
承
知
の
上
で
、
こ
こ
で
は
わ
か
り
や
す
さ
を
重
視
し
て
、
筆
者
な
り
に
、
図

の
よ
う
に
政
治
的
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
を
整
理
し
て
み
た
。
左
か
ら
急
進
左
派
、
プ

ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
、
リ
ベ
ラ
ル
（
中
道
左
派
）、
無
党
派
、
保
守
（
中
道
右
派
）、
保

守
（
極
右
）
と
な
る
。
政
治
家
の
名
前
を
入
れ
て
み
る
と
、
最
も
右
側
の
「
保

守
（
極
右
）」
を
代
表
す
る
の
は
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
だ
。
一
方
、
共
和
党
支

持
者
の
中
で
も
、「
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
は
極
端
す
ぎ
る
」
な
ど
と
懸
念
を
強

め
て
い
る
人
た
ち
は
「
保
守
（
中
道
右
派
）」
に
な
る
。
次
に
民
主
党
支
持
層
、

図
の
左
側
を
見
て
み
る
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
「
リ
ベ
ラ
ル
（
中
道
左
派
）」
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
左
に
位
置
す
る
の
が
、「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
」
だ
。

「
民
主
社
会
主
義
者
」
を
自
称
し
、
若
者
た
ち
か
ら
熱
烈
な
支
持
を
集
め
て
き

た
バ
ー
ニ
ー
・
サ
ン
ダ
ー
ス
上
院
議
員
な
ど
が
入
る
。
最
も
左
に
は
、「
急
進

左
派
」
と
い
う
勢
力
が
い
る
。
そ
し
て
、
民
主
党
大
統
領
候
補
の
ハ
リ
ス
副
大

統
領
は
、
政
権
を
支
え
て
き
た
と
い
う
点
で
は
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
同
じ

「
リ
ベ
ラ
ル
（
中
道
左
派
）」
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
女
性
の
権
利
を
め
ぐ
っ

13
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□
■
□
□
□
□
■
□
□
□
□
■
□
□
□

アメリカの政治的スペクトラム

プログレッシブプログレッシブ リベラルリベラル
（中道左派）（中道左派） 無党派無党派 保守保守

（中道右派）（中道右派）急進左派急進左派 保守保守
（極右）（極右）

サンダース
上院議員

バイデン
大統領

トランプ
前大統領

ハリス副大統領



初校
再校
責了

（14）

新書 10 月刊　アメリカＺ世代 衝突の現場
 P. 14

集英社
179.0

218.0
×１

14

て
、
よ
り
強
い
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
る
点
な
ど
を
踏
ま
え
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
よ
り
少
々
左
に
置
い
て

み
た
。

　

こ
う
し
た
分
類
に
あ
た
っ
て
改
め
て
留
意
し
た
い
の
が
、
言
葉
の
選
び
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
メ
デ
ィ

ア
に
よ
っ
て
も
異
な
る
と
い
う
点
だ
。
そ
れ
は
、
一
人
一
人
が
認
識
し
て
い
る
政
治
的
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
が

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
も
一
因
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
あ
る
政
治
勢
力
に
属
す
る
人
た

ち
が
、
自
分
た
ち
の
こ
と
を
説
明
す
る
時
に
は
、
誇
り
を
持
っ
て
言
葉
を
選
ぶ
だ
ろ
う
が
、
他
の
政
治
勢

力
が
彼
ら
を
批
判
す
る
場
合
に
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
言
葉
を
選
ぶ
場
合
が
あ
る
。

　

そ
の
傾
向
が
顕
著
な
の
が
、
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
を
支
持
し
て
い
る
極
右
の
保
守
派
だ
。「
急
進
左
派
」

や
「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
」、「
リ
ベ
ラ
ル
（
中
道
左
派
）」、
あ
る
い
は
民
主
党
を
批
判
す
る
時
、
穏
当
な
言

葉
の
選
択
は
、「
左
派
」
あ
る
い
は
「
リ
ベ
ラ
ル
」
だ
。
一
方
、
激
し
く
批
判
す
る
時
に
は
、「
全
体
主
義

者
」、「
社
会
主
義
者
」、「
共
産
主
義
者
」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
敵
対
心
を
あ
ら
わ
に
す
る
。
ア
メ

リ
カ
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
最
大
の
敵
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
で
あ
り
、

そ
の
後
、
冷
戦
中
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ナ
チ
ス
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と

っ
て
最
も
忌
み
嫌
う
べ
き
存
在
の
代
名
詞
だ
。
全
体
主
義
は
、
ナ
チ
ス
と
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
両
方
に
当
て
は
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ま
る
し
、
社
会
主
義
や
共
産
主
義
は
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
政
治
体
制
だ
。
保
守
派
が
こ
う
し
た
言
葉
を
使
う

場
合
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
と
し
て
最
も
忌
み
嫌
う
べ
き
と
い
う
激
し
い
嫌
悪
感
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

　

さ
ら
に
、「
保
守
（
極
右
）」
に
属
す
る
人
々
は
、「
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ
」
や
「
リ
ベ
ラ
ル
（
中
道
左
派
）」

に
留と
ど

ま
ら
ず
、
相
対
的
に
近
い
は
ず
の
「
保
守
（
中
道
右
派
）」
を
も
攻
撃
対
象
に
し
て
い
る
。
そ
の
激
し

さ
は
、
中
道
右
派
を
「
名
前
だ
け
の
共
和
党
員
」（
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
＝Republican in nam

e only

、「
ラ
イ
ノ
」
と

読
む
。
動
物
の
サ
イ
と
い
う
意
味
の
単
語
、rhino

と
同
じ
発
音
だ
）
と
い
う
呼
び
名
で
非
難
す
る
こ
と
に
象
徴

さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
の
中
で
は
団
結
が
強
ま
る
。
し
か
し
、
異
な
る
考
え
の
人
た
ち
と
の
対
話

に
は
応
じ
な
い
、
異
論
は
一
切
受
け
入
れ
な
い
と
い
う
排
他
的
な
力
学
も
強
く
な
る
。

若
者
た
ち
の
力
強
さ

　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
の
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
メ
デ
ィ
ア
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
取
材

拠
点
を
置
く
各
国
の
メ
デ
ィ
ア
も
選
挙
報
道
に
多
く
の
時
間
を
割
く
。
し
か
し
、
選
挙
の
年
に
取
材
を
し

て
い
る
だ
け
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
本
当
の
姿
に
近
づ
く
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
一
連
の
取
材
で
筆
者
が

こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
選
挙
戦
が
本
格
化
す
る
前
の
段
階
か
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
現
場
に
行
き
、
活
動
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し
て
い
る
若
者
た
ち
の
思
い
を
直
接
聞
く
こ
と
だ
。
テ
レ
ビ
の
リ
ポ
ー
ト
と
同
様
、
本
書
の
執
筆
に
あ
た

っ
て
も
、
若
者
た
ち
の
生
の
声
を
で
き
る
だ
け
多
く
入
れ
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。
若
者
の
声
を
聞
く
方
法

は
、
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
基
本
だ
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
た

め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
試
し
た
。
我
々
取
材
班
の
前
で
何
人
か
の
若
者
に
討
論
し
て
も
ら
い
、
そ
の

ま
ま
収
録
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
学
校
に
行
っ
た
時
に
は
、
筆
者
が
い
わ
ば
臨
時
の
教
師
と
し
て
、
日
本

人
の
人
権
意
識
や
日
系
人
の
歴
史
に
つ
い
て
ミ
ニ
授
業
を
行
い
、
そ
の
上
で
生
徒
た
ち
か
ら
の
質
問
や
疑

問
に
答
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
若
者
た
ち
は
、
英
語
が
母
語
で
は
な
い
筆
者
の
問
い
か
け
を

忍
耐
強
く
聞
い
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
外
国
人
で
あ
る
筆
者
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
よ
う
と
一
生
懸
命

考
え
て
く
れ
た
。
そ
の
誠
実
さ
は
、
政
治
的
立
場
に
か
か
わ
ら
ず
、
皆
に
共
通
だ
っ
た
。

　

一
連
の
取
材
で
感
じ
た
の
は
、
自
分
の
考
え
に
確
信
を
持
っ
て
雄
弁
に
語
る
若
者
た
ち
の
力
強
さ
だ
。

そ
れ
は
大
学
生
だ
け
で
な
く
、
高
校
生
で
あ
っ
て
も
同
じ
だ
。
彼
ら
は
力
強
い
。
ア
メ
リ
カ
と
い
う
国
の

行
方
は
不
透
明
だ
が
、
彼
ら
が
未
来
を
担
う
以
上
、
少
な
く
と
も
こ
の
力
強
さ
だ
け
は
、
こ
の
国
か
ら
容

易
に
は
な
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
力
強
さ
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
作
用
す
る
の
か
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に

作
用
す
る
の
か
、
こ
れ
か
ら
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。


